
VR-Cloud™によるVirtual Design World 
Cupワークショップ渋谷モデル

郡山測量設計／テクノ東北／SSEpro／ 菊池技研コンサルタント

［ユーザー紹介：東北ユーザー特集］

【巻頭インタビュー】東北大学大学院工学研究科 津波工学分野 今村文彦教授

［HOT NEWS］

Engineer’s Studio®が中小企業優秀新技術・新製品賞 ソフトウェア部門を受賞！
クラウドサービスがCSAJアライアンス大賞 特別賞受賞！
［連載］
都市と建築のブログ
済州島（韓国）

イエイリ・ラボ 体験レポート Vol.8
スパコンクラウド™体験セミナー

東北各地ユーザーを緊急取材、復興に向けた取り組みと思いを紹介

［新製品紹介］
Engineer’s Studio® SDK／道路損傷情報システム／UC-Draw 配筋専用「3D 配筋CAD」  他
［イベントレポート］
三次元映像のフォーラム／地域防災防犯展大阪／クラウドコンピューティングEXPO　他

［キャンペーン］
UC-1リリース30周年！サマーキャンペーン・プレゼント
ユーザ要望アンケート2011（別紙）実施中！

FORUM8 Co., Ltd.

2011.07.01
盛夏号

No.

2011.07.01

No.



3D・VRをクラウドで！
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クラウドサービスが
CSAJ アライアンス大賞 特別賞受賞！
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ユーザー紹介／第 92回

東北大学大学院工学研究科
附属災害制御研究センター教授（津波工学分野）
今村 文彦 氏

研究室
 Information

東北大学大学院 工学研究科

附属災害制御研究センター津波研究室　

URL ● http://www.tsunami.civi l . tohoku.ac.jp/

hokusai3/J/index.html

所在地● 仙台市青葉区

研究内容● 地球科学，減災工学，人間行動，災害情報・

リモートセンシング技術など

東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター教授、今村文彦氏。津波工学研究室にて



Up&Coming92 号Topics 5

Up&Coming92 号　東北特集 巻頭インタビュー

津波工学研究室のある建物

仙台平野での貞観津波の堆積物層
（資料：今村文彦氏）
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ユーザー紹介／第 92回

女川町内での被害状況。コンクリート建物が津波で倒壊（写真：今村文彦氏） 気仙沼市内での被害状況。船舶が市街地に浸入した（写真：今村文彦氏）

2011 年チリ津波の伝播の様子（資料：今村文彦氏）
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Up&Coming92 号　東北特集 巻頭インタビュー

フォーラムエイト 仙台事務所開設の経緯
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ユーザー紹介／第 92回

地域に密着、ボランティアにも力
県内企業に先駆け子育て支援策を導入

株式会社郡山測量設計社 渡邉一也社長（右）設計部 部長 佐藤治彦氏（左）

株式会社郡山測量設計社
株式会社郡山測量設計社 設計部

URL● http://www.gunsoku.co.jp/

所在地● 福島県郡山市

研究内容● 測量／建設コンサルタント／補償コンサルタント

福島県

User
 Information
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Up&Coming92 号　ユーザ紹介／東北特集

同社社屋の窓には、復興への力強いメッセージが三春町の河川改修VRデータについて説明する設計部主任の豊田徹氏（手前）

震災では社屋の一部やサーバに被害
多彩なプロジェクトにVRを活用
自社内でのVR作成実現へのプロセス

「道の駅におけるVR景観シミュレーション」　沿線道路の景観検討（左）／ 人の目線からの道の駅の景観検討（右）

■同社による第９回3D・VRシミュレーションコンテスト応募作品
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ユーザー紹介／第 92回

UC-win/Road 利用のポイント
復興に向けた展開

株式会社郡山測量設計社のみなさん（後列中央は渡邉一也社長）
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Up&Coming92 号　ユーザ紹介／東北特集

株式会社テクノ東北

道路・交通や橋梁をはじめ
各種構造物をカバー

株式会社テクノ東北

第一技術部橋梁保全グループ／第二技術部橋梁下部工グループ

URL● http://www.techno-tohoku.co.jp/

所在地● 宮城県仙台市

研究内容● 各種構造物、道路・交通、環境に関する 

コンサルタント業務

���������	�

ユーザー紹介／第 92回

（左から）佐藤清彦氏（第二技術部橋梁下部工グループ）、代表取締役 櫻井福雄氏、松長直樹氏・藤田久一氏（第一技術部橋梁保全グループ）

宮城県
User

 Information
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ユーザー紹介／第 92回

通勤やライフラインにも一時支障

「橋梁点検支援システム」共同開発への流れ
ソフトの評価と新たな可能性

震災直後の社内の様子（左）と同じ方向から撮影した営業中の社内の様子（右）
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Up&Coming92 号　ユーザ紹介／東北特集

株式会社テクノ東北の皆さん（前列中央は代表取締役 櫻井福雄氏）

橋梁点検支援システム（左）は同社の技術協力によりFORUM8がリリース。右はこれをベースとした国総研版。

被災地での緊急点検
浮かび上がる実感と知見
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ユーザー紹介／第 92回

有限会社SSEpro

®

橋梁の概略・予備設計、動的解析に
ウェート。一貫してペーパーレスを推進

有限会社SSEpro

所在地● 宮城県仙台市

事業内容● 橋梁の概略・予備設計、補修・補強設計、

架設計画、耐震構造解析

有限会社 SSEpro代表 鈴木茂氏。震災の教訓と復興への視点を語っていただいた

宮城県

User
 Information
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Up&Coming92 号　ユーザ紹介／東北特集

余震でサーバ破損もミラーリング
で難回避

UC-win/FRAME(3D)の導入、きっかけは
助言。近年は動的解析が最大の武器に

同社では創業早々にUC-win/FRAME(3D)を導入。受注業務は動的解析がウェートを占めている
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ユーザー紹介／第 92回

震災の教訓と復興への視点

仙遊観人写真館

「プロの登山家でもなく、写真家でもない、普通人が目にする山の光景から
大自然への感動と畏敬の心を呼び起こし、私達が失いかけている

大切なものを一人でも多くの人々が気付くことを願って山を歩く。」（鈴木氏自己紹介より）

地震により破損したプロテクトキー（無償交換）
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Up&Coming92 号　ユーザ紹介／東北特集

株式会社 菊池技研コンサルタント 株式会社菊池技研コンサルタント 設計課／総務課情報係

URL● http://www.k-giken.co.jp/

所在地● 岩手県大船渡市

研究内容● 建設コンサルタント、測量、地質調査、 

補償コンサルタント

岩手県内を中心に広範な土木設計で実績
拠点間ネットワークを本社で一元管理

���������	�

ユーザー紹介／第 92回 岩手県

User
 Information

震災直後の同社屋根からの様子（左）と現在の様子（右）
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ユーザー紹介／第 92回

本社社屋1階は水没も、サーバは復旧

道路概略設計の説明にUC-win/Road導入
多様な構造物への展開に注目

震災直後の本社社屋前道路（左）。社屋の津波到達地点には「災害になんか負けない！」と社員一丸となったメッセージが（右）

同社が作成した道路概略設計の3D・VRデータ
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Up&Coming92 号　ユーザ紹介／東北特集

データ管理への教訓　復興への思い

株式会社 菊池技研コンサルタント社員の皆さん
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gredセキュリティサービス

■gredセキュリティサービスとは

　

　
■SQLインジェクションの危険性

■ ガンブラーについて

■ フォーラムエイトでの取り組み

gredセキュリティサ ビス����������	
便利ソフト情報

����������	
�������
�	��������	
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便利ソフト＆
　　　最新デバイス情報
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■ 最新プロジェクタ事情

　

　
■ ３Dプロジェクタ事情

　
■ フォーラムエイトで使用中のプロジェクタ

　
■ UC-win/Roadの３Dステレオ機能

最新プロジェクタ事情最最最新プロジェクタ事情�������
最新デバイス
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モジュラーデータセンターは、クラウドコンピューティングにおける新しい形のデータセンターとし
て注目を集めています。データセンターというインフラ設備一式をパッケージ化することで、事業
の規模にあわせた最適な設備投資を図ることを目指したものです。

モジュラーデータセンター
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座

誌上セミナー

Vol.

　Multiframeのオートメーションサンプル　

　

　タイプライブラリの取り込み　
　

構造解析プログラミング講座（3）4

タイプライブラリ

他のアプリケーション

Multiframe
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誌上セミナー

　

　ツールの仕様　
　

　プログラムの記述　
　

■

� �
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（1）座標算出用角度を計算する
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側面図

平面図

Multiframe入力支援ツール（半球ドーム）

　・平面的に円を何等分するか入力により決める

　・鉛直方向に何等分するか入力により決める
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座建築エンジニアのためのプログラミング入門講座土木建土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講ング入のたンジ プロ

Vol.Vol.44

エンジニアのプログラミング入門セミナー  
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（4）底面をピン接合にセットする
。
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　デバッグ・テストを行う　
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　まとめ　
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韓国建設技術研究院（KICT）

政府支援による建設・交通の専門研究機関 多様な部門の研究と各種認定･認証･試験に対応
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������ ［奈良県］

谷瀬の吊橋 黒滝・森物語村吊橋

2006年、大分県の九重夢大吊橋が完成するまでは、日本一の
人道吊橋であった。1954年（昭和29年）に架橋された、国道
168号の上野地と対岸の谷瀬を結ぶ吊橋。地元の住民が１軒あ
たり20万～30万円を出し合って建設した生活道路橋である。
そのため、地元の人などは、バイクで渡って行くが、一般の観
光客はバイクや自転車などの二輪車での通行は禁止されている。
両端はワイヤーで支えてあるが、板の両横と板の隙間から下が
見え、ゆらゆら左右にかなり揺れ、高所恐怖症でなくても、板
の両側から下を見ると足がすくむ。深い山々に囲まれ、眼下に
は十津川（熊野川）の流れが見える。高さが54ｍあり、風も
吹きつけ、前後の人が歩くたびに揺れが大きくなり、足を止め
てしまうと左右上下の揺れを感じてしまい、恐怖感が増す。当
然ながら、20人以上で渡ることは禁止されているがスリルを味
わえるというので、人気スポットとされていて休日などは観光
客が多く訪れている。

橋長 ● 297.7m 幅員 ● 1.2m

奈良県のほぼ中央、吉野郡黒滝村の ｢黒滝・森物語村」に黒滝・
森物語村吊橋がある。黒滝川と県道を跨いで架かっていて、長
さは約115m。湿った床板が歩く度にしなる。高さは約35m
ある。この黒滝吊橋は、吊床版橋と言って主ケーブルが直接床
板を支えている吊り橋で、この形式の吊橋の中では日本最大級
になり、床板の材質は黒滝村の特産品でもある吉野杉の丸太が
使用されている。

橋長 ● 115m 幅員 ● 2.8m

�

明治30年4月1日に生駒郡役所が開
庁された時庁舎の正面の大手堀に架け
られた。大正15年6月3日に郡役所
ならびに郡長の制度が廃され郡役所の
建物は昭和4年 4月 3日以降、郡山
町役場として利用され、昭和11年に
石造の橋を百嶋芳松が寄付することに
なったので、木造の橋を取り壊し、現

在の橋ができた。特徴的な高欄や親柱を持つ。鉄筋コンクリート二重
橋型で、両端の橋欄には、城址を偲ぶ櫓電飾を設備した、モダンな橋
で百壽橋と命名された。旧橋に比較して、堅牢・外観の美を具備し、
考慮したものになっている。高欄の模様は、柳沢藩の紋所「郡山花菱」
を図案化した大和郡山市章。

百寿橋

橋長 ● 20.4m 幅員 ● 4m

�

嶋嘉橋
奈良市内にある猿
沢池の南西の上津
道の入り口に、小
さな橋が架かって
いる。小さな流れ
なのだが、率川（い
さがわ）と名づけ
られており、その
率川に架かってい
る 橋が、嶋嘉橋（し

まかはし）だ。率川の暗渠化工事で、多くの地蔵が出て
きたそうで、嶋嘉橋の下に、舟形の中州を作り、40体ほ
どの石仏を祀っている。橋桁には、「明和七庚寅年五月吉
日」（1770年）と刻があり、裏には嶋屋嘉兵衛とある。

	 �
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ＮＰＯ法人シビルまちづくりステーション
近畿地方の橋百選より
����������	
�����
�	���

参考文献：「鉄の橋百選」成瀬輝夫 編 東京堂出版 /「日本百名橋」松村 博著 鹿島出版会」

高山ダムの建設により水没し
た元の石橋（沈下橋）の代替
として昭和43年１月竣工し
た重橋床式・鉸吊橋。古はこ
こにも渡し舟の便があった
が、昭和29年3月に石を渡
した「沈下橋」が架設され、

水が溢れたら流されることなく沈下していたが、伊勢湾台風時
と他に2回ほど流され、そのつど、付け替えられた。　八幡橋
は普通の吊橋で見られる下側両端を結ぶアーチ状のワイヤー（耐
風索）がなく、「重橋床式」と呼ばれる形式。真下には名張川が
流れる。この付近では五月川とも呼ばれている。

　八幡橋

奈良公園・鷺池（春日大社
の南側）に浮かぶ六角形の
お堂。その浮見堂に架かる
橋である。橋は蓬莱（ほう
らい）橋という名だが、浮
見堂の近くでなぜか鍵（か
い）曲がりになっている。
城下町に多い鍵曲がりは防

御目的である。毎年、7月1日から10月31日までライトアッ
プされ、あたりは幻想的な風景になるようだ。いつ訪れても、
鷺池は静かな佇まいで、ゆったり鷺が池の上を舞っている。

蓬莱橋
大川橋
三重県の伊賀市予野から
山添村中峰山の、奈良県
カントリーパーク大川（お
おこ）という公園・キャ
ンプ場を結ぶ市道にかか
る橋で、幅員は狭いが、
3tまで車も通行できる。

名張川の岸辺にある奈良県指定遺跡」である「大川遺跡」のす
ぐ南側に架かる赤い吊り橋。橋の下には名張川が流れる。

�

赤人橋は室生湖
（むろうこ）にか
かる水色の道路
橋で、昭和49年
1月竣工し、山辺
赤人（やまべのあ

かひと）に因んで名付けられた橋である。奈良時代の万葉歌人、
三十六歌仙の1人、山辺赤人は叙景歌にすぐれ、柿本人麻呂と
並び聖歌と称されている。赤人橋の袂には淡水魚供養碑が建っ
ている。室生湖にかかる吊橋で道路橋だが、自動車のすれ違い
は出来ない。下山橋は人道橋で同じく室生湖に架かる赤い吊橋、
歩道部はこのタイプでは珍しいアスファルトが使用されている。

赤人橋、下山橋�

橋長 ● 160m 幅員 ● 3.5m

　�

橋長 ● 149m 幅員 ● 1.6m

平尾吊橋 (見かえり橋 ) 
吉野郡にある津風呂湖を堰き
とめて造られたダム湖に架か
る149ｍの吊橋が平尾吊橋で、
見かえり橋とも呼ばれている。
真下には津風呂湖が見える。
橋上からは桜や紅葉が美しい。

2人以上で渡るとかなり揺れる。一度に10人しか渡れないと
いう制約がある。吉野運動公園から、平尾吊橋、対岸の木の子
広場、山口吊橋を通って一周するサイクリングロードが整備さ
れている。津風呂湖では、遊覧船による湖上一周も体験できる。

�

橋長 ● 151ｍ 幅員 ● 3.4m

橋長 ● 80ｍ

室生寺は、奈良の東の端、三
重県との県境の奥深い山中に
ある。女人禁制の高野山に対
し、この室生寺は女性の参詣
を許した真言道場として「女
人高野」と呼ばれている。室
生寺への入り口の室生川に架

かる朱色の橋が奈良室生村太鼓橋である。室生橋を渡ると室生
寺境内へと続く。鎌倉時代の女性の参拝は大変なものだったと
思われる。困難な旅の後、この橋を見てほっとしたことだろう。

奈良室生村太鼓橋�

幅員 ● 11m

橋長 ● 114ｍ 幅員 ● 2m

橋長 ● 139ｍ 幅員 ● 1.5m
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 福田知弘氏による 「都市と建
築のブログ」の好評連載の第12回。毎回、

福田氏がユーモアを交えて紹介する都市

や建築。今回は済州島の３Ｄデジタルシ
ティ・モデリングにフォーラムエイトVR

サポートグループのスタッフがチャレンジ

します。どうぞお楽しみください。

●済州島へ
スマートグリッドは、ICT 技術を駆使して

電力の需要と供給を常時最適化する次世代

の電力網。省エネ・低炭素社会を実現する

ための仕組みとして米国・欧州・東アジア

諸国で取り組みが進められている。その中

で韓国は官民一体となって世界のスマート

グリッド市場の先行獲得を目指して積極的

に取り組んでいる。2030年に韓国全体をス

マートグリッド化する計画を発表、環境先

進国と産業成長を目指す。その第一歩とな

る実証実験を済州島で開始している。

済州島は綺麗な楕円形をした島だ。面積

は1845km2 であり、我が国の都道府県で

一番小さい香川県より30km2 ほど小さい。

また、人口は55万人であり、鳥取県より3

万人ほど少ない。韓国のハワイといわれる

リゾートアイランドへ向かう飛行機は、ゴル

フバッグも沢山積みこまれた模様。

●三多と三無
済州島の特徴を表す有名な言葉に「三多」

と「三無」がある。

三多とは、「風、石、女の三つが多い」意。

まず「風」。済州島は強い季節風が吹く地

域である上に、台風が度々通過する。そ

の風を利用しようと1990 年代から風力発

電に取り組みはじめ、現在は海上にも建設

中（図1）。次に「石」。済州島は大韓民国

の最高峰・漢拏山（ハルラサン）の噴火に

よりできた火山島であり、島中が石だらけ。

屋敷や耕地の境界には黒い玄武岩で区切ら

れ、独特の風景を生みだしている（図2）。

玄武岩の石垣は伝統的な施設だけでなく、

建設されたばかりの道路にも。このような

黒い石垣は日本では余り見られない（注１）。

最後に「女」。これは、男性が漁に出て遭

難してしまい、女性の比率が高くなったこ

とに由来する。さらに、島に残った女性は

働きものが多い、ということも指すようだ。

三無とは、「泥棒、乞食、大きな門の三

つが無い」意。これらが無いのは、自然環

境の厳しさを克服するために協同の精神が

発達したためだといわれる。最後の「門」

であるが、済州島の屋敷の入り口には、穴

が3つ空いた石が両側に置かれ、棒を3

本架けることができる（図3）。棒が1本も

架けられていない時は「どうぞお入りくだ

さい（在宅中）」、1本だけ架けられている

時は「2～3時間留守にします」、2本架け

られている時は「夕方には戻ります」、3本

とも架けられている時は「2～3日留守に

します」という合図だそう。

●済州島の風物
さらに済州島の風物を。食材を三つ挙げ

るならば、黒豚、タチウオ、ミカンか。北

部・済州市の東門市場、南部・西帰浦（ソ

ギポ）市の中央市場は市民の台所として賑

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

������
済州島：スマートグリッド・アイランド

1971年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学大学院准教授、博士（工学）。環境設計情報学が専門。高松市4
町パティオデザイン、近江八幡市のまちづくり、台湾Next Gene20 など、国内外のプロジェクトに関わる。
安藤忠雄建築展 2009水都大阪1/300 模型制作メンバー、NPO法人もうひとつの旅クラブ副理事長、大阪
旅めがねエリアクルー。「光都・こうべ」照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。著書「VRプレゼンテーション
と新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。ふくだぶろーぐは、http://y-f-lab.jp/fukudablog/

図１　建設中の洋上風力発電施設

福田知弘氏による 「都市と建 
築のブログ」の好評連載の第12回 毎回

る実証実

済州島

は1845k

一番小さ

また、人

万人ほど

リゾート

フバッグ

●三多
済州島

と「三無

三多と

まず「風

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

図３　 住宅の門（城邑民俗マウル）

図2　 玄武岩の石垣で区切られた畑 図４　タチウオ
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わう。数々のキムチ、トッポギ鍋、そして

ずらっと並べられたタチウオに目を奪われ

た（図 4）。訪問時はイチゴのシーズンで

もあった（図 5）。

漢拏山と共に世界自然遺産に登録され

た、城山日出峰（ソンサンイルチュルボン）

（図 6）。海底噴火によっ

て生まれた海抜182mの

火山島は、済州島の最東

端にあるため文字通り日

の出を見る場として相応

しい。訪問時には、大勢

の旅人が山登りをしてい

た。その近傍にあるソプ

チコジは韓流ドラマ「オールイン」のロケ地。 

近年、安藤忠雄先生の美術館「GENIUS 

LOCI」が完成（図7）。

島南東部にある城邑民俗マウルは民俗資

料保護区に指定されており、昔ながらの町

並みの中で人々が生活を営んでいる。萱葺

き屋根は、地域の人々が協力して葺き替え

をするそうで、そこには冬虫夏草ができて

いるそう。案内人のもてなし方は中々参考

になった。

オルレとは済州島の方言であり、元々は

通りから家の門に通じる小さな路地を意味

する。さらに2007年より済州島に整備さ

れつつあるウォーキングコースもオルレと呼

ばれるようになった。現在は島の南半分に

森林コース、海岸コース、民家コースなど

15コースが整備されている。各コース10

～20kmほどである。

●スマートグリッド
韓国政府は 2010 年1月に「スマートグ

リッド国家ロードマップ」を策定した（注

2）。これには、5つの推進分野、すなわ

ち、Smart Power Grid（電力網）、Smart 

Consumer（消費者）、Smart Transportation

（電気自動車及び充電インフラ）、Smart 

Renewable（新・再生エネルギー）、Smart 

Electricity Service（電力サービス）ととも 

に、時間軸として第1段階（実験場の建設

と運営。2010 ～2012 年）、第 2段階（主

要都市への拡張。2012 ～2020 年）、そ

して第3段階（全国展開の完成。2021～

2030 年）が示されている。そして、第1

段階における実証実験場として済州島が指

定を受けた。済州島には実証実験の様子を

紹介するPRセンターが島北東部に複数完

成しており、今回は2か所訪問した。この

辺りは、風力発電施設も数多い。

まず、中心施設であるPR Center / KEPCO 

（韓国電力）Experience Hall（スマートグ 

リッド・インフォメーション・センター）（図8）。

ここではスマートグリッドのコンセプト、及

びその必要性、そして済州島におけるTest 

bed（実験場）の位置、及びその内容が詳

しく紹介される。

特に見応えのある展示はスマートホーム

（図 9）。ここでは、スマートメーターが設

置され、家庭内における電力使用状況の見

える化、電力の需要供給状況による照明

やテレビなどの家電製品の制御や最適化

などがデモされていた。対応する家電製品

は、照明、テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗

濯機など多岐にわたる。生活者は電気代が

安い深夜電力に合わせて洗濯機を動かした

り、電気自動車の充電を行ったり、供給が

ひっ迫している時に余分な電気の使用を控

えたりできる。もちろん、太陽光発電によ

り自家発電した電力のうち、余剰分の売電

などの調整も可能である。これらは、壁面

に設けられた IHD（In Home Display）や 

スマートフォンで閲覧や遠隔操作する（図

10）。実証実験は始まったばかりであり、

今後、済州島の一般家庭でも実用化に向

けた技術検証を行うそうである。

もう一つ、SK / HHI Smart Grid Experi- 

ence Hall では、Smart Place、Smart Trans- 

portation、Smart Renewable というテー

マで、展示が行われていた。展示内容は、

先のスマートグリッド・インフォメーション・

センターとよく似ているが、フォーラムエ

イト社が開発した「電気自動車と充電シス

テムのドライブシミュレータ」が目新しい 

図５　イチゴまつり

図９　スマートホーム

図６　城山日出峰頂上

図7　 GENIUS LOCI

図８　スマートグリッド・インフォメーション・センター 図10　IDHとスマートフォン
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（図11）。これは、電気自動車でドライブを

楽しみながら充電場所を探していくという

ものである。シミュレータのコックピットは

CT&T 社の電気自動車そのもの。その後、

本物の電気自動車に乗車。平均時速 50km

で走れば、60kmの距離を走行可能だそう

だ。SKの管轄だけで既に電気自動車15台、

充電場所が 46基整備されている（図12）。

まだ遠距離ドライブとまではいかないもの

の、カーシェアリングしながら身近な用事

を済ませるには十分かもしれない。

●おわりに
スマートグリッドの普及に向けては消費

者の心を掴むことが大切だ。スマートグリッ

ドによって我々の生活がどう変わるのか。

人々は果たして幸せになるのか。見えにく

い部分を見える化、いや、見せる化する努

力がまだまだ必要だ。加えて、専門的な数

字は消費者には実感しにくく、それらを理

解しやすい指標に置き換えていく努力も必

要だと感じる。　

自然溢れるリゾートアイランド・済州島で

始まった、スマートグリッドの実証実験の

成果が楽しみである。最後に、フォーラム

エイト韓国事務所・陸昌吉代表には現地で

大変お世話になった。この場を借りて感謝

申し上げたい。

注1） 漆原和子・勝又浩：済州島における石垣の屋敷囲い、法政大学文学部紀要 第 55号 （2007年度）、 http://www.hosei.ac.jp/bungaku/museum/html/kiyo/55/articles/urushibara_katsumata.pdf
注 2）Korea Smart Grid Institute: http://www.smartgrid.or.kr/

図 11　電気自動車ドライビングシミュレータ 図12　電気自動車と充電施設

UC-win/Roadによる3次元VR（バーチャル・リアリティ）モデルを作成したものです。
火山の噴火により済州島独特の風景を生みだしている、玄武岩で形成された石垣の屋敷囲
いや、市民の台所として賑わう市場の様子のほか、韓国が官民一体となって積極的に取り
組むスマートグリッドの実証実験として整備され始めている、電気自動車と充電施設を再
現しました。また、PRセンターに展示されている、フォーラムエイト開発の「電気自動車
と充電システムのドライブシミュレータ」もモデル化しました。
自然溢れるリゾートアイランド・済州島の風景と、そこで始まったスマートグリッドの普及
に向けた実証実験の様子を表現しています。
■UC-win/Road WebViewer ダウンロード閲覧URL ： http://www.forum8.co.jp/download/ucwin/Road5MB/Roadweb-3.htm

「済州島」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・済州島by UC-win/Road

済州島で行われた「2011年度 韓国情報処理学会 学術大会」に、フォーラムエイトのVRとク

ラウドのソリューションを展示しました。参加いただいた方々は、情報処理学会ということもあり、

データの暗号化やクラウドコンピューティングなどについての論文発表が多くありました。そこで、

フォーラムエイトが展示していたVR-Cloud™のを見ていただき、多くの方が関心を示されました。

これからも、ネットワークインフラの整備が優れている韓国にてVR-Cloud™の普及を進めて

いきたいと思います。

�



VR-Cloud™は、クラウド上でVRを活用する統合ソリューション。
インターネット環境さえあれば、３D・VRを活用できます。

スパコンならではの高い演算性能を活用した、大規模な解析・
シミュレーション・レンダリングなどのソリューションを提供。

VR Cloud は、クラウド上でVRを活用する統合ソリュ ション。
インターネット環境さえあれば、３D・VRを活用できます。

™Vol.3

™

３D・VRをクラウドで！

VR-CCloloudud™は™は ク、クラウラウド上ド上ででVRVRを活を活を活 す用す用する統る統る統合ソ合合ソリュリューシーションョン。

３D・VRをクラウドで！３D VRをクラウドで！

®
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Engineer's Studio®が中小企業優秀新技術・新製品賞の
　　　ソフトウエア部門優良賞を受賞、前川教授も同時受賞！
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クラウドサービスがＣＳＡＪアライアンス大賞 特別賞受賞！ 
                                   表彰式と懇親パーティーの模様をレポート

	�
����
�����

�

�

� �

�

�

�

1

2 3

5

4



Up&Coming92 号 Topics36

	�
����

	�
����
�����

東京都公募 BCP（事業継続計画）策定支援事業における
　　　　　　　　　　　　　　　支援企業（第1期）に選定

	�
����
�����

東京本社ショールーム拡張のご案内

�

1 2 3
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New Products

®がシミュレーショ

ン走行を行う敷地として利用します。

®によるシミュレーション

®

®

®

®

®

®

®

®

®

®
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New Products

®

®による
自動駐車システム

®

®は

®

®

®

®
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®

®
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

� �



Up&Coming92 号New Products & Service 43

New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

斜面の安定計算セミナー
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

Allplan 体験セミナー
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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User Information

Multiframe
総合情報 
Vol.21

 INFORMATION

for USERS 3次元構造解析セミナー

Multiframe
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User Information

xpswmmxpswwm
総合情報 
Vol.22

INFORMATION

for USERS 有償セミナー
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User Information

MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.21

INFORMATION

for USERS 有償セミナー



Theme2011　“SHIBUYA Bridge”
ペデストリアンブリッジデザイン～新しい都市空間装置～



本コンテストにエントリーされた方は、下記対象ソフトウェアライセンスの期間内
無償貸与を受けられます。【対象期間】2011年5月2日（月）～11月30日（水）BIM&VR対応製品群

作品製作に使用するワークショップ、体験セミナー、
技術セミナー、講演などの実施により学生をサポートします

Allplan

EXODUS

UC-win/FRAME（3D）Engineer’s Studio®

AdvanceSteel/Concrete

UC-1/UC-1  for SaaS �������	


DesignBuider

SMARTFIRE

UC-win/Road

VR-Studio®

���		OSCADY／TRANSYT

http://vdwc.forum8.jp

Allplan2011
2011年7月リリース

NEW
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新しいまちづくりのアイデアを交流！
Virtual Design World Cup第１回ワークショップ
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「渋谷は起伏が激しく地形の変化が大きな街。視点を自由に変えられるUC-win/Roadを活用して、
実際の目線で空間の高さを感じ取りながら検討すると、イメージしやすいし面白いと思います」
           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ワークショップ講師・傘木宏夫氏）
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「今回歩いてみて、買い物や遊びに来る時と違った、“つくる側からの視点”で渋谷を見ることが 
できるようになったと思います。今日気づいたり考えたりしたことをヒントにして、次回の提言づくり
に生かしていってほしいですね」（傘木氏）
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Support Topics
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Support Topics
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Support Topics
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イエイリ・ラボ体験レポート

�

�

�

vol.

イエイリ・ラボ
体験レポート

�

8

�
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Ieiri Labo
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「スパコンクラウドサービス」

�

�

�

�

●次回は、「VR-Cloud™」体験セ

ミナーをレポート予定です。
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ディーラ・ネットワーク・ニュース

������	

������	

IDM E&C Co.,Ltd.

Pegasus Services International Corp.
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コラボレーション・ニュース

財団法人 計算科学振興財団（FOCUS）
　　　 ���
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海外イベントレポート

������
クラウドコンピューティングEXPO春 

�

�

�

�

������
第二回全国高等学院スウェアカップ

������
�������

���
��������

／ 国内イベントレポート
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国内イベントレポート
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三次元映像のフォーラム 創設 25周年記念講演会 

第５回「地域防災防犯展」大阪 
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™

™

™

�

�

™

���
������



Up&Coming92 号 News & Events86

国内イベントレポート
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ビジネスシヨウ九州 2011

“非常口へ，避難場所へ”（RGSS） 第一回セミナー

���
��������

�

�
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�������
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国内イベントレポート

������
FDS フィル氏来日記念ユーザセミナー・懇親会 

����������
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セミナープレビュー

������

������

UC-win/Road エキスパートトレーニングセミナー

深礎フレーム体験セミナー
������
��１���

���
��������
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イベントプレビュー

�������
出展イベントのご案内

UIA 2011 TOKYO
The 24th World Congress of Architecture

DS '11

���

����	
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���
W16のメンバーも多数関わっているALGODE TOKYO 2011／AAST国際ワークショップ。延期開催の日程とその概要の

方向性について、このたび組織委員長の池田靖史氏よりお話をうかがいました。

1 2
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イベントプレビューイベントプレビュー

会 場 品川フロントビル会議室����・����

新たな試みの年へ ...

火���� 2011.11.15
第10回3D・VRシミュレーションコンテスト・オン・クラウド2011

���� �
�
�
�

���� 2011.11.16 水 

��
�������������
�
��
� � �
第5回 国際VRシンポジウム ／ 第12回 UC-win/Road協議会
第1回学生BIM＆VRコンテスト授賞式／3D・VRシミュレーションコンテスト受賞作品紹介

���� 2011.11.17 木
��
������
��������
�
��

第5回 デザインコンファランス

™

����	
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新製品／新バージョン情報

�

【無償改訂】・車両運動モデルの改善　・衝突処理の改善　・点群モデリングの機能改善
・トンネル照明機能　・自動車のコックピットの改善　・路面属性の追加　・シナリオ機能の改善
・歩行シミュレーションの改善　・ドライビングシミュレーションオプション　・自動車ワイパーの表現
・InRoads 最新版対応　　【別売オプション】・騒音シミュレーションオプション　・リプレイオプション

UC-win/Roadで作成したVRデータを、インターネット環境さえあればインタラクティブに参照・体感
できる参加型システム。パソコンの性能や場所を問わないため、VRによる都市計画やまちづくりなどの
プロジェクト全般において、広報展示や合意形成の支援ツールとして利活用できます。サーバ上でUC-
win/Roadを実行させ、バーチャルリアリティをネットワーク上のサービスとして提供いたします。ウェブ
ブラウザで公開されたVR空間の操作が可能です。用途に応じた3バージョンを提供いたします。

・運転状況の再現、シナリオへの組み込み、相手の自動車からの視点確認

道路騒音、工事、機械騒音の解析 および UC-win/Road 上でのビジュアリゼーションに対応

・UC-win/Roadと12d Model 間の双方向データ連携を行うプラグインツール
・データ連携の情報ファイルは、12d Model の「12d Ascii file format」を主として使用（Advanced 標準搭載）

・道路中心線の抽出、横断面の抽出機能　・データ管理機能の改善

® ・ 拡張現実位置決定システム（AUgumented REality LOcalization）を利用し、3D位置特定機能に
対応したRoboCar®。※本プラグインの導入にはARToolkit（別売）が必要です。

大阪大学・福田知弘准教授のアイデア・技術協力により実現。大規模な構造物や空間など、計画の全体像を
体感的に把握しやすい「模型」と、さまざまな視点からインタラクティブな検討が行える「VR」の視野情
報を連携させて一体的な操作環境で提供する、新しい形のシミュレーション／プレゼンテーションシステム。

研究開発、教育・訓練、広報展示目的の鉄道運行シミュレータ。車両や人間工学の研究開発用、乗務員
の教育・訓練用、博物館、鉄道展等での運転体験用、列車運転ゲームなどさまざまな用途に活用可能。
実物大の乗務員室、広視界画面、動揺装置を備えたフルキャブタイプ、運転コンソール部分のみの簡易型、
PC画面への表示など規模や形状も柔軟に対応。

【無償改訂】　SDKのログ機能を改善

バーチャルリアリティ作成教育 用向けに、UC-win/Road Standardを特別価格で提供。なお、従来実
施していたGISWebデータベースの提供は一時停止し、今後は SaaSを用いたGISシステムとの連携を
開発予定。※対象は小中高校生、18歳未満の学生・生徒のみとなります。

® 【無償改訂】 
交通流シミュレーション（交通量、交通制御、交通リソースの設定）、スクリプト機能（スクリプト編集
と実行、サブスクリプト機能、複数のスクリプトの同時起動）

・モデル図、断面力図のDWG/DXF出力　・固有値解析の剛性低減と降伏剛性自動算出
・鉄道「E荷重」の牽引分布荷重に対応した活荷重計算

【ダンパーは動解オプションの有償改訂】　・RC断面計算改善（中立軸が圧縮縁から数ミリの収束改善）
・圧縮型復元機能付き減衰装置（BMR(CD) ダンパー、オイレス工業 (株 )）

® 【無償改訂】　・開発キット「Engineer's Studio Plugin SDK 1.06.02」と連動対応
・平板要素の圧縮側損傷基準追加（ピークひずみの３倍）　・平板要素作成コマンド「四角形メッシュ要素」の改善
・加速度ファイル（*.acc）、K-NET 地震波データ（*.EW、*.NS、*.UD）、JMA地震波の読込み対応

® 【無償改訂】　・平板要素のマルチスレッド処理性能向上
・圧縮型復元機能付き減衰装置（BMR(CD) ダンパー、オイレス工業 (株 )）　・複数ファイル計算実行ツール

® ・Engineer's Studio®の学生専用バージョン　・Engineer's Studio®のフル機能使用可
・非商用利用に限定

� ・Plugin SDKは、ESの入力データを直接作成する開発キット　・APIは、COM(Component Object Model)
・COMに対応している開発環境 (C、C++,VBA,Delphi 等 ) があれば、自由にモデルを作成可能
・開発環境でDLLを作成し、OSに登録後、ESを起動して利用
・開発環境で自由に作成した入力画面で入力、独自のファイル保存も可能。
・計算や結果画面は Engineer's Studio®本体で行うのでESが別途必要
・サンプルプログラム（現在６種）「放物線形状のフレーム (Parabola)、ボックスカルバート(Box)、直線フレーム
(Line)、5 径間連続橋の動的解析モデル (Bridge)、斜π橋 (Shapai)、４辺固定の非線形平板要素モデル (Plate)」

・独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）より公募された平成21年度 第 2回
「イノベーション推進事業」において採択された開発事業
・設計において重大な瑕疵が有るか否かのチェックを正確かつ短時間で実現。次の４種類で構成される。 
【システムA】：設計成果照合システム 
【システムB】：照査物性値の概算値チェックシステム（橋梁上部工、擁壁、ボックスカルバート） 
【システムC】：耐震性能静的照査システム 
【システムD】：耐震性能動的照査システム

中国基準である「コンクリート構造設計基準」道路橋設計基準」などに準拠したRC断面計算プログラム。
断面形状、配筋、設計断面力から耐力を算出する方法、設計断面力から断面配筋を決める方法などに対応。

・RC断面計算 Ver.4と共通のGUIを採用した鉄筋コンクリート断面応力度計算 /断面照査Webサービス 
・入力データファイルのローカル保存 /読込対応　・計算書ファイル出力のODF形式対応
・Groupwareストレージへのデータ保存 /読込対応

・UC-1 FRAME(面内 ) と共通のGUIを採用した任意形の平面骨組解析Webサービス
・解析結果ファイル出力のODF形式対応　・FRAMEデータ /登録断面ファイルのローカル保存 /読込対応
・Groupwareストレージへのデータ保存 /読込対応
・登録断面ファイルエクスポート、既製品 (RC断面計算、UC-win/FRAME(3D)) とのデータ連携対応

・FRAME(面内 )、(面外 )、(IL) の計算機能を網羅した、任意形の平面骨組解析Webサービス。
・表入力部のコピー＆ペースト機能に対応　・計算結果で複数部材（格点または支点）での結果一覧表
示に対応。　・GroupWareストレージ、または、ローカルPCへのデータ保存が可能。

��� ����	���� ����	��
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NEW ARRIVAL 2010/12 - 2011/07

・ イージースラブラーメン橋の設計Ver2.3から当社Engineer's Studio®用データエクスポート機能 (オ
プション価格 )　・設計水平震度算出機能の追加など

・落橋防止工法の追加（ＰＣケーブル方式（胸壁と主桁をPC鋼材で連結）／ＰＣケーブル方式（主桁と
主桁をPC鋼材で連結））
・鉄筋量任意指定（鉄筋コンクリートによる縁端拡幅）　・ボルト任意配置（鋼製ブラケットによる縁端拡幅）
・せん断抵抗面積の算出方法拡張　・アンカー筋のせん断照査拡張

・ESソルバー（平板要素）を使用した翼壁の形状，計算拡張（拡張形状：重力式橋台の背面形状を考慮
した翼壁，フルウイングでパラレル部が底版端部と交差する形状，パラレルウイングで翼壁下端が底版
と交差する形状、　計算方法：平板要素解析による2辺固定版の照査）

2008 年 3月にリリースした中国基準対応版の有償改訂。最新の中国設計基準類の考え方に対応。

・日本語製品の機能を基本的に継承し、計算書作成のみを英語化した製品。

・ESソルバー（平板要素）を使用した翼壁の形状，計算拡張（拡張形状：フルウイングでパラレル部が
底版端部と交差する形状，パラレルウイングで翼壁下端が底版と交差する形状、　計算方法：平板要素
解析による2辺固定版の照査）

・フーチング補強（増し杭工法）　・底版有効幅　・斜角時の橋座設計　・任意荷重の慣性力
・ 杭基礎時：フーチング（版）照査（ESソルバー：平板要素）（オプション）
・翼壁の形状，計算拡張（ESソルバー：平板要素）（オプション）　・側壁および隔壁の結合部照査

・フーチング下面に段差を有する橋脚の設計計算に対応　・偏土圧の影響を考慮した設計計算に対応
・地表面に傾斜を有する形状に対応　　　　　　　　　　・斜面上の直接基礎としての安定計算に対応
・レベル1地震時の上載土砂の慣性力を考慮に対応　・図面作成、3D配筋データのファイル出力機能を改善
・柱の設計、死荷重時の水平力を等価重量として考慮に対応　・「UC-win/FRAME(3D)」データエクスポート機能の改善

・対数グラフによる変位急増点 (基礎降伏点 ) 検索機能。　・立体モデルによる荷重分担率算出機能
・動的変形係数ＥＤの内部算定機能。　・地層データの入力改善（周面摩擦力度データ画面との統合）

・日本語製品の機能を基本的に継承し、計算書作成のみを英語化した製品。

・日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した製品。

2006 年 8月にリリースした中国基準対応版の有償改訂。最新の中国設計基準類の考え方に対応予定。

・日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した製品。

・日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した製品。

・UWLC連携（等価加速度波形連携によるニューマーク法）　・設計水平震度の自動計算
・浸透流解析で降雨強度式による降雨波形生成対応　・浸透流解析で点源（揚水，湧水）対応

・重力式擁壁裏法付加タイプ　・もたれ式コンクリート張工　・Ｕ型擁壁：底版主鉄筋定着位置計算
・Ｕ型擁壁：底版とフーチングの厚さが異なる形状　・切土土圧拡張（もたれ式，ブロック積の一点折れ）
・計算書出力改善（荷重組合せ一覧表出力など）

・最新の韓国設計基準の考え方に対応予定。　・鉄筋コンクリートを終局強度対応。
・耐震設計に韓国の地域性を考慮して行う

・波返し工対応　・直接基礎安定照査（転倒，滑動，支持）ごとの載荷荷重範囲指定
・動水圧の作用位置選択　・荷重組合せ一覧表出力　・「土地改良（ポンプ場）」による許容支持力算出

・通常設計：最大・最小土かぶり時の一括計算　・地震時検討：多層地盤対応
・地震時検討：地盤バネ算出用ブロック長入力　・通常設計→地震時検討 入力データ連動
・門形カルバート：一体型バネ基礎時の鉛直支持力照査
・レベル2地震時照査オプション機能拡張（地震時検討（多層地盤対応）にも適用）

・多層地盤　・応答変位法による地震時検討（下水道施設耐震対策指針の設計方法）
・PC部材，RC部材ごとのせん断照査位置指定

・材料として透光性遮音板の追加　・任意荷重の載荷機能及び風荷重載荷範囲の調節機能
・落下防止索の安定照査対応

・降雨強度式追加（合成式）　・貯留施設：ピークカット方式
・「雨水浸透施設の整備促進に関する手引き（案）」（雨水浸透効果の概算方法への対応）
・浸透施設の計算強化　・流出入量の結果出力小数位の指定

・液状化の判定
・常時設計（対応管種：不とう性管（RC，PC），とう性管（ダクタイル鋳鉄，鋼，硬質ポリ塩化ビニル，
ポリエチレン，強化プラスティック複合））

・本体縦方向：内空幅変化、翼壁を含んだモデル化　・本体縦方向，門柱：L2照査用配筋入力拡張
・門柱：上屋荷重入力、主鉄筋段数拡張
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・洪水吐の安定計算、断面計算　・適用基準：土地改良事業設計指針「ため池整備」（（社）農業土木学会）

・フルーム形式の鉄筋コンクリート水路橋の横断方向、縦断方向の断面照査
・支持形式：単純支持、連続支持（最大5径間）
・適用基準：土地改良事業計画設計規準「水路工」（農林水産省農村振興局）

・滑り球体、楕円体の自動探索機能
・任意のすべり方向に対する検討に対応
・アンカー工法 (アンカー引張力 )を考慮した斜面安定解析に対応

・対応基準の追加　・国交省 H23.04.13 までの正誤表に対応
・ツリービューで選択中のノードに対して可能な操作をナビゲーションパネルに表示する機能を追加

当社の「電子納品支援ツール」をベースとしてSaaS（サース、Software as a Service ）化したものです。
データ作成・管理機能、検索機能、データ閲覧機能、データチェック機能、データ出力機能を提供予定です。

・豊富な作図・編集・表示コマンドを揃えた柔軟で効率的な図面作成を可能とする２次元汎用CADであ
ると同時に土木専用コマンドを備えた２次元汎用CAD「UC-Draw」と同様の機能をウェブブラウザを
通じて利用できるようにした製品

・サーバ上のユーザーストレージ領域へのCADデータ保存 / 読込に対応（インターネットを介して社外先
からもCADデータの閲覧やアップロード／ダウンロードが可能）

・土木構造物のモデリング　・３D配筋生成　・干渉チェック
・加工図、鉄筋表生成　・２次元図面生成

・駐車場設計（平面図作図）の支援機能を有するCADシステム。　・区画内に駐車マスを容易に配置でき、
作成した図面は車両軌跡作図システムに連携して駐車マスへの出入りをシミュレーション可能。

・マルチ2Dドメイン（2D定義域毎にセルサイズを任意設定）対応
・セルの方向を定義領域の形状に依存せず任意設定可能
・2D定義域のGIS インポート対応・AutoCAD2011対応

ドイツのCADメーカーNemetschek社により開発されたBIM統合ソリューション。基本図面、レン
ダリング画像、プレゼン映像、詳細施工図、数量拾い出しや積算が連続的に行え、建物のライフサイク
ル全体を設計・表現。Architecture（一般建築CAD）とEngineering（RC構造物CAD）。

・AdvanceSteel、AdvanecConcrete、AdvanceDesignを1枚のDVDでインストール可能。
・AVEVA社のPDMSとのデータ相互互換に対応。　・ジョイント、階段、手すり、形鋼を追加。

・セメント系固化材を用いた深層混合処理工法による改良地盤の検討
・改良地盤の鉛直支持力，水平支持力に対する検討および偏土圧作用時の検討
・改良体の形式は、杭形式，壁形式，ブロック形式に対応
・適用基準：改訂版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針（日本建築センター）

【無償改訂】・全プログラムに64bit版を追加
・Maxsurf（セロ点のユーザ定義ラベルの追加／サーフェイス・スキニング機能の向上／アーク曲線の追加）
・Hydromax（MARPOL規定によるオイル流出計算／確立MSC216(82)／荷重条件の初期設定タンク荷重オプショ
ン／流入点”流入元”オプション／基準：EUー内陸水路船舶分類　・WorkShop、Seakeeperの一部改善）

・グリッドジェネレータ機能拡張：主桁の本数が橋軸方向に変化する枝桁や斜角のきついバチ桁など非整形格子に対応。
・計算結果の画面上での確認や印刷のためのフォーマットにXML／HTMLを採用
・内部処理の３D データ化（開発元： コスモ技研株式会社）

NetUPDATE WANにログ解析機能を実装。期間を指定して、FORUM8製品の利用状況を確認可能。

・buildingEXODUS 建築環境のための避難モデル (ex東京消防庁優マーク申請 )
・maritimeEXODUS 海洋環境のための避難モデル　・SMARTFIRE 火災モデリングのSMART CFDシステム

　3DVRをクラウド上で公開する際にご利用頂けるサーバのレンタルサービス。2 週間～のレンタルに対応。
UC-win/Road VRデータ１、同時アクセスクライアント数５まで設定可能。各種回線に対応し、フォーラ
ムエイトサーバ・データセンタサーバの選択が可能。回線速度は100MB～１GB（専用回線～ベストエフォート）。

� 　スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ、高度なソリューションを提供するサービス。
　【提供サービス】Engineer's Studio®スパコンクラウドオプション／スパコンオプション解析支援サービス
UC-win/Road、CG ムービーサービス／風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス 
騒音音響スパコン解析、シミュレーションサービス 
【提供予定サービス】津波・流体解析、シミュレーションサービス／3DVR クラウドサービス、“VR-
CloudTMサービス”／ VR-Studio® 騒音シミュレーションオプション

道路損傷情報システムは、平時及び災害時の道路損傷発生箇所の収集、提供を行うシステムです。フォー
ラムエイトでは、本システムのサービス構築、カスタマイズを自治体、道路管理者等へご提供しています。

Povray to Maxに機能追加　・modelデータ読込と自動配置に対応　・OBJファイルの生成機能をサポート

・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品：橋脚の設計 Ver.7.01 ／橋台の設計Ver.8.03 ／
　　　　　　　　擁壁の設計Ver.10.1／ BOXカルバートの設計Ver9.01　
※出力形式：IFC（Industry Foundation Classes）形式、
　　　　　　Allplan 形式、3ds 形式フォーマットへの出力

・数量算出計算書のサポート　・ODF（OpenDocument Format）への対応
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® 【ケーブル要素は有償オプション予定】
・Ｍ－φ要素、Ｍ－θ特性の自動算出機能　・Ｍ－φ要素、Ｍ－θ特性の照査機能　・残留変位照査機能
・固有値解析時の剛性低減、降伏剛性を自動算出　・列車荷重「EA荷重」の牽引分布荷重入力　・ケーブル要素

・経済産業省関東経済局より公募された「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」(中小ものづくり
高度化法 )に基づく特定研究開発等計画の認定を受けた開発事業。

・オフィス内の配送作業、情報伝達作業等のオフィスワーカーが必要とする軽作業を支援するサービスロボットの開
発。３Dレーザスキャンデータをベースとした３次元空間地図を実装し、自立走行、位置検出及びWebベースの
遠隔制御と管理を含むシステムを提供する。

・疲労の照査　・連続合成桁断面の照査

・4柱式ラーメン橋脚　・ラーメン橋脚フーチング断面照査位置指定
・ラーメン橋脚：はり，柱のみの照査（柱基部にバネ支点を設けた計算モデル）

・林道基準対応（試行くさび法による土圧）　・段差フーチング：段差形状拡張　・杭頭結合部照査拡張（NEXCO）
・配筋要領図　・地盤反力の直接指定　・橋軸直角方向底版照査位置指定　・フーチング張出し無し時の拡幅指定

・外的安定性の検討（円弧すべりの計算）に対応　・初期入力段階における壁体断面選定機能
・タイロッド式土留めにて、控え杭間隔とタイロッド間隔が異なる場合の対応
・中間杭の位置を勘案した切梁設計用スパン計算機能

・層別層厚換算法　・真空圧密工法

・開渠（頂版のない矩形きょ）　・インバート形　・任意活荷重（縦断方向進行）
・液状化による浮上りに対する検討　・せん断照査方法追加（道路土工の方法）

・水道施設耐震工法指針 2009 年版に対応　・地上構造物における地震時保有水平耐力法が計算可能
・地中構造物における応答変位法において、構造物の材料非線形化および地盤バネの非線形化に対応

・排水機場本体の地震時保有水平耐力法および応答変位法に対応。これにより、レベル２照査が可能
・終局曲げモーメントおよびせん断耐力での部材照査を行う

・隔壁がある形状への対応　・開口部照査の支持条件拡張（３辺単純支持，４辺単純支持等）
・頂版の計算方法追加（３辺固定版）

・構造形式としては、重力式、扶壁式、突形式を予定
・設計状態としては、変動波浪作用時、L1地震時、津波作用時、偶発波朗時を想定。

・2次元 CAD・UC-Drawクラウドサービス

・マルチブラウザ対応　UC-1・３D配筋CADクラウドサービス

�

・他のアプリケーションとの連携強化（VR適用可能な設計、シミュレーション、解析、情報提供等を目的としたア
プリケーションとの連携）

・SDKおよび汎用的な連携機能の開発
・多くのシミュレーションと解析機能を統合し、VR環境で行えるシミュレーション実験と研究の範囲を拡張する開発
・ロボットと各種ハードウエアの開発、研究、制御などにVR利用可能性を広げる機能の開発
・GPUコンピューティングを用いて搭載のシミュレーション機能を拡張
・交通シミュレーションにおける歩行者、鉄道シミュレーションを拡張
・OpenGL 4.0 対応および FBXファイル形式の拡張、可視化のリアル感を改善
・BIM対応、IFCファイル形式に対応
・点群データを活用した３D空間のモデリング機能の強化
・Edge Blending 用の魚眼効果に対応　　　　　　　　　　　　　　
・一般的なCADデータの可視化　　
・３Dモデルの複数 LOD対応
・３D空間を生かしたスライド式のプレゼンテーション機能
・スクリプト機能の改善（早送り、途中実行サブスクリプト）
・基準データの表示、CAD図面ベクトルデータ表示　　  ・VRデータリダクションプラグイン
・ATI Video Cardのフルサポート　　　　　　　　　　・UC-win/RoadモデルのMAXへのエキスポート
・ゲーム機能のサポート　　　　　　　　　　　　　　　・Auto Generationやコストの数量算出をカバー

・公共土木工事における様々な工種を対象とした構造物の施工時出来形管理を行うソフトです。対象とした工種での
測定項目における設計値と実測値から、誤差、平均値の変動、ばらつき等を分析して土木工事共通仕様書の「出来
形管理基準及び規定値」の書式に準じた出来形管理帳票を作成。

・３次元ビューア機能を有し設計形状と実測形状の重ね合わせ表示・差分のグラデーション表示機能により、出来形
状況を３次元形状で確認可能。

� ・限界状態設計法による断面照査機能　・建築構造物用の床要素　・建築構造物の断面照査機能
・減衰要素（速度－変位の関係）　・多点入力（特定の節点に時刻歴の力を載荷）、風荷重や施工機械の振動入力
・平板要素のリメッシュ機能（外形の中をメッシュ分割しなおす機能）
・平板要素の任意形状メッシュ分割に四角形アルゴリズム追加　・分布する地盤ばねを平板要素で自動考慮
・負の剛性でも計算可能なプッシュオーバー解析アルゴリズム

® 【本体有償改訂、断面計算オプション追加】
・断面形状を入力する機能　・一軸曲げの断面計算と入出力　・鉄道「E荷重」の牽引分布荷重に対応した活荷重計算

・C言語からの呼び出しに対応

・マルチブラウザ対応

・マルチブラウザ対応

・マルチブラウザ対応
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DEVELOPMENT PLAN 

【システムA】・UC-1製品データインポート（BOX、擁壁、震度算出）　・入力形状の確認（描画）機能追加
・掲示板（ユーザーが登録されているデータについて意見交換する場）機能の追加
・スマートフォン,iPad 対応　・設計成果チェックシステムB、C用データのエクスポート機能 (ただし、チェックシス
テムがよりチェック用プログラムに特化した時点で対応したい )

【システムB】・橋脚の追加　・橋台の追加　・設計調書出力機能
【システムC】・平面線形と各構造物の座標を追加して、チェック対象をビジュアル化　・設計調書出力機能

・マルチブラウザ対応　設計成果チェック支援システムのクラウドサービス

・設計総括表の作成（主方向（曲げ）設計総括表／主方向（せん断）設計総括表／横方向設計総括表）
・図化機能（断面力図、変位図の作画／施工ステップ図の作画）
・入力確認機能（入力した配筋状態の確認画面（スターラップ、折り曲げ鉄筋、せん断鋼棒））

・「橋脚の設計」のデータ連携（RC縁端拡幅，鋼製ブラケット縁端拡幅データ）　・道路橋示方書改訂対応
・「橋台の設計」，「箱式橋台」，「ラーメン式橋台の設計計算」のデータ連携（主桁－胸壁連結データ）

・上部構造形式として「多主版橋」に対応　・施工方法２に対応　・基礎形式の「杭基礎」に対応
・隅角部の設計　・クリープ解析の有無の指定

・印刷における、f8-ppf ツールから出力機能対応　・断面データでの断面諸量算出機能（F3Dのアウトライン機能）
・鉄道向けの連行荷重載荷

・設計総括表の作成（主方向（曲げ）設計総括表／主方向（せん断）設計総括表／横方向設計総括表）
・図化機能（断面力図、変位図の作画／施工ステップ図の作画）　・補強設計への対応

・FRAME3Dエクスポート：バネ要素エクスポート形式の拡張（反力分散ゴム支承を個別バネとしてエクスポート）
・FRAME3Dエクスポート：免震支承のバイリニア算定過程の出力　・道路橋示方書改訂対応

・竪壁補強設計（竪壁コンクリート増厚）　・FRAME3Dエクスポート　・斜め橋台　・道路橋示方書改訂対応

・ESソルバー（平板要素）を用いた固定版照査の拡張（壁設計への適用）　・道路橋示方書改訂対応

・独立フーチング（門型ラーメン）　・「震度算出（支承設計）」への剛性連携時の骨組モデル拡張　・道路橋示方書改訂対応

・じん性の向上を目的とした鋼板補強設計　・柱補強時の許容応力度法による照査（RC 巻立て、鋼板巻立て）
・RC 巻立て補強部の断面変化対応　・RC 巻立て、鋼板巻立て補強の補強鉄筋任意配置
・６角形柱断面形状モデルへの対応　・橋座の設計計算機能拡張（斜角考慮、支承上限拡張）
・落橋防止鋼製ブラケットによる縁端拡幅設計（付属設計）
・FRAME3Dエクスポート機能拡張（順テーパー形状対応、その他死荷重の質量設定）　・道路橋示方書改訂対応

・はり部材の柱間橋軸方向L2照査　・補強モデルのFRAME3Dエクスポート
・補強モデルの設計調書出力　・道路橋示方書改訂対応

・[杭基礎 ] 増し杭時以外でも異なる杭種の混在対応。
・[杭基礎 ] 任意座標入力数の拡大（現在はX列×Y 列 1000で制限）。
・[杭基礎 ] 任意杭のレベル２照査対応（照査方法を指定することで既存の杭種に準じた照査を行えるようにする）。
・[杭基礎 ]現在、地層の傾斜は１方向だけですが、２方向に考慮できるように機能拡張。
・[ 新規 ]置換え基礎の追加（１段～３段程度）。

・杭頭接合部の計算　・パイルキャップ（フーチング）の検討　・異種杭同時使用への対応　・直接基礎の設計
・異種工法同時使用への対応（※登録杭毎に支持力方法を指定）　・拡頭杭への対応拡張　・節杭への対応

・現在は下部工との連動時でもフーチング照査は別途フーチング形状寸法を設定していますが、これを完全連動対応。
・組杭で、荷重分配率の計算（３D含む）を行い、それを用いて、各杭の照査まで自動可（分担率 50%以上などの条
件付加可）。

・異なる杭径の混在に対応。　・地表面以下の地層の逆勾配に対応。　・深礎杭の自動配筋機能。
・水平安定照査で、自動的に必要根入れ長以上の杭長を決定する機能。
・深礎杭以外のラーメン部材の断面照査（部材寸法と配筋から応力度照査）。
・深礎杭を用いた地すべり対策工法（斜面の安定計算と連動）。　・図面作成機能

・適用基準：道路土工擁壁工指針（（社）日本道路協会）、設計要領 第二集（NEXCO）
・擁壁、橋台等に設置する置換基礎（置換コンクリート，置換土）の安定計算、置換幅および置換深さ等の決定

・マルチブラウザ対応　UC－１設計シリーズ土留め工の設計クラウドサービス

・対応覆工板種類の一新（旧スミデッキ、旧メトロデッキの廃止）　・対応活荷重種類の追加（群集荷重、4輪トラックなど）
・水平荷重対応（流水圧、衝突荷重、波圧、風荷重など）　・地震時対応

・波圧作用時対応　・旧指針（慣用法的な断面力、反力計算）での検討

・波圧作用時対応　・突出形状 (堤内、外側の天端高さが異なる)に対応

・矩形支保工タイプの場合、切梁を両端だけでなく、中央にも配置する場合に対応
・縦梁スパンが 2以上の場合で、腹起しを設置しない構造モデルに対応　・図面作成機能

・対応形状の追加（横断カルバート(台形 )，インバート形，底版張出）　・傾斜土被り
・液状化による浮上りに対する検討　・内空活荷重ケースの組合せ拡張　・地震時検討 (NEXCO) 多層地盤
・地震時検討時の杭基礎対応　・設計調書追加（衝突荷重時、地震時）　・門形：応答変位法による地震時検討
・道路橋示方書改訂対応

・マルチブラウザ対応　UC－１設計シリーズ BOXカルバートの設計クラウドサービス
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・安定照査毎の浮力指定　・地盤反力作用範囲指定　・修正物部岡部法での見かけの震度
・竪壁前面張り出し部の張り出し位置指定　・活荷重（Ｔ荷重）入力　・堆積土圧防護柵照査
・「地盤改良の設計計算」との連動　・道路土工擁壁工指針改訂対応　・道路橋示方書改訂対応

2007年1月にリリースした中国基準対応版の有償改訂。最新の中国設計基準類の考え方に対応予定。

・マルチブラウザ対応　UC－１設計シリーズ擁壁の設計クラウドサービス

・自動配筋　・安定照査毎の浮力指定対応　・地盤反力作用範囲指定対応　・修正物部岡部法での見かけの震度対応
・ESソルバー（平板要素）を用いた杭基礎時のフーチング設計　・道路土工擁壁工指針改訂対応　・道路橋示方書改訂対応

・横方向：常時，地震時の断面照査　・縦方向：地震時の断面照査　・液状化判定
・液状化による浮上りに対する検討　・適用基準：共同溝設計指針（（社）日本道路協会）

・適用基準：道路土工カルバート工指針（H.21年版）（社）日本道路協会
・横断方向，縦断方向の断面力算出および断面照査

・適用基準：ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル（（財）土木研究センター）
・補強土壁の内的安定計算及び外的安定計算

・堰柱のみの構造形式に対応

・跳水への対応

・温度変化　・3連ボックス形状　・人孔と矩形きょの接合部の検討　・矩形きょと矩形きょの継手部の検討

・もぐりオリフィスへの対応　・横越流方式への対応　・減勢工の検討への対応

・道路橋示方書に準じたせん断照査，斜引張鉄筋量、最小鉄筋量照査
・樋門本体縦方向：高耐圧ポリエチレン管，三面水路への対応
・樋門本体縦方向：剛支持基礎時の盛土荷重データ自動生成　・沈下計算拡張（圧密時間計算，改良部沈下計算等）
・樋門本体横方向：道路土工カルバート工指針（H.21年版）の設計方法対応

・地表面より上に躯体があるケースへの対応　・自動配筋　・液状化による浮上がりに対する検討
・Frame3Dデータエクスポート（マンホール耐震計算モデル）
・ESソルバー（平板要素）を用いた平板照査（開口部も含め平板要素でモデル化する）

・形状自動決定機能（与えられた河道条件を元に自動トライアル）
・自動配筋機能（決定された形状、荷重条件からの自動配筋）

・適用基準：土地改良事業計画設計基準　「頭首工」（農業農村工学会）
・急流河川における土砂吐水路の水理計算

・圧密機能の追加：圧密解析は、土の構成モデルとして関口太田モデル（あるいはCam clay モデル）を新たに追加して、
水と土の二相系の解析機能を必要とする。

・斜面安定計算との連動：連動性が斜面の安定計算ともあると、GeoFEAS2Dのせん断強度低減法で検討した内容
を斜面の安定計算の結果と比較することができるので、斜面防災や宅地造成等の実務に供することが出来る

・地震時の検討機能の追加　・対策工の追加（覆式落石防護網など）

・河川基準対応 (災害復旧工事の設計要領［防災研究会編］平成15年 ( 社 ) 全国防災協会 )
・控え杭間隔とタイロッド間隔が異なる場合の対応
・たわみ曲線法の計算で、応力度照査に用いるMmaxは応力度用の土圧で計算

・Ｌ型ブロック式対応　・上部工のない護岸形式に対応

・SXFバージョンアップに対応　・DWG、DXFファイル I/O（スピード、I/O品質）の改善
・各種基準への対応拡張　・CSVシート（コマンド、データ）読込みによる作図対応　・計測データのCSV出力、
・機能拡張（　等高線から縦断面生成、メッシュ生成機能など　）

・作図対象（躯体・鉄筋）の拡張　・対象構造物の拡張（設計計算プロダクトの図面作成サポート）　・数量計算書の拡張

・ポールトレーラ追加　・設定コースのUc-win/Road 連携機能追加　・走行ライン自動設定機能の追加

・自動配置の改善：指定された台数以上の駐車マスを配置できる並びを自動で算出する機能を追加
・作図部品の登録：歩道、階段などの部品形状をユーザが登録しておき、作図するときに貼り付けるだけで使えるようにする
・複数図面の対応：1ファイルで扱える図面は1枚で、駐車区画も1つのみとなっているが複数図面で複数の区画を
扱えるように拡張する

・ひび割れ展開図、それにともなう写真、クラック詳細図等の管理、自動作成機能など

・中間支点上にある構造物（伸縮装置など）の作図図面指定（前支間図面 or 後支間図面）
・点検情報のCSV出力　・国交省データベース用のデータエクスポート

・パラペットの計算　・試行くさび法による土圧計算　・シャッター荷重対応

・土圧の算定式拡張　・液状化の判定　・地盤改良厚の算定　・浅層混合処理工法への対応
・「陸上工事における深層混合の設計施工マニュアル」（（財）土木研究センター）への対応　・「擁壁の設計」との連動

� ・マルチブラウザ対応　各種解析ソフトのスパコン利用サービス／CGレンダリングサービス
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